源氏物語における玉鬘の造型について : 『原中最秘抄』が示す長谷観音の霊験譚の関わり by 今井, 友子
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は
じ
め
に
　
十
二
世
紀
末
に
編
纂
さ
れ
た
今
様
の
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄
』
に
、
「
観
音
験
し
る
し
を
見み
す
る
寺
、
清きよ
水みづ
石いし
山やま
長は
谷せ
の
御を
山やま
、
粉こ
河がは
近あ
ふ
み江
な
る
彦ひこ
根ね
山やま
、
間ま
近ぢか
く
見
ゆ
る
は
六ろか
く
だ
う
角
堂
）
1
（
」
と
謡
う
よ
う
に
、
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
の
豊
山
長
谷
寺
の
本
尊
十
一
面
観
音
の
霊
験
と
信
仰
は
、
奈
良
時
代
の
創
建
以
来
、
長
谷
寺
の
名
を
世
の
中
に
知
ら
し
め
て
き
た
。
こ
の
長
谷
観
音
の
霊
験
を
明
確
に
想
起
さ
せ
る
か
た
ち
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
源
氏
物
語
の
巻
に
、
玉
鬘
の
巻
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
巻
に
登
場
す
る
夕
顔
の
忘
れ
形
見
の
姫
君
は
、
後
世
の
読
者
に
よ
り
玉
鬘
と
呼
ば
れ
る
。
母
夕
顔
と
死
別
の
後
、
乳
母
と
共
に
筑
紫
に
下
り
、
そ
の
地
で
成
人
す
る
と
、
豪
族
の
強
引
な
求
婚
を
逃
れ
て
上
京
す
る
。
玉
鬘
は
都
に
無
事
帰
着
し
た
報
告
に
石
清
水
八
幡
宮
を
詣
で
る
と
、
そ
の
次
に
、
女
子
大
國
お　
第
百
六
十
三
号　
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
― 
『
原
中
最
秘
抄
』
が
示
す
長
谷
観
音
の
霊
験
譚
の
関
わ
り 
―
今
井
友
子
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
39
仏
の
御
な
か
に
は
、
初はつ
瀬せ
な
む
、
日ひ
の
本もと
の
う
ち
に
は
、
あ
ら
た
な
る
験
し
る
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
と
、
唐もろ
土こし
に
だ
に
聞
こ
え
あ
ん
な
り
。
 
（
玉
鬘
・
二
九
七
）
2
（
と
い
う
乳
母
子
豊
後
介
の
勧
め
で
、
初
瀬
に
向
か
う
。
椿
市
の
宿
に
着
く
と
、
折
り
し
も
そ
こ
に
来
合
わ
せ
た
の
は
、
十
数
年
に
わ
た
り
夕
顔
の
忘
れ
形
見
を
捜
し
て
い
た
夕
顔
の
乳
母
子
右
近
で
あ
っ
た
。
右
近
と
の
邂
逅
は
、
長
谷
観
音
の
霊
験
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
、
玉
鬘
の
新
た
な
物
語
が
展
開
さ
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
玉
鬘
の
巻
で
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
、
長
谷
観
音
の
唐
土
に
ま
で
評
判
が
高
い
と
い
う
霊
験
譚
で
あ
る
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
成
立
の
『
三
宝
絵
）
3
（
』
に
「
ソ
ノ
ヽ
チ
利
益
ア
マ
ネ
ク
霊
験
モ
ロ
コ
シ
ニ
サ
ヘ
キ
コ
ヘ
タ
リ
」
（
五
月
長
谷
菩
薩
戒
）
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
土
に
ま
で
霊
験
が
届
く
と
い
う
評
判
は
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
源
氏
物
語
の
古
注
釈
『
原
中
最
秘
抄
』
は
、
霊
験
譚
の
例
と
し
て
、
散
佚
書
の
『
長
谷
寺
流
記
』
（
以
下
、
『
流
記
』
と
略
称
す
る
）
の
馬め
頭づ
夫ぶに
ん人
）
4
（
の
話
（
以
下
、
馬
頭
夫
人
説
話
と
す
る
）
を
引
く
。
唐
の
馬
頭
夫
人
は
馬
の
よ
う
な
醜
貌
で
あ
る
が
、
長
谷
観
音
の
霊
験
に
よ
り
端
厳
美
麗
に
な
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
以
降
、
『
河
海
抄
』
を
は
じ
め
諸
所
の
注
釈
書
に
概
略
が
引
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
長
谷
寺
に
唐
土
や
新
羅
に
ま
で
霊
験
を
及
ぼ
す
と
い
う
霊
験
譚
の
伝
わ
る
中
で
）
5
（
、
こ
の
馬
頭
夫
人
説
話
が
、
玉
鬘
の
物
語
に
相
応
し
い
事
例
の
一
つ
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
原
中
最
秘
抄
』
が
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
引
く
意
図
に
つ
い
て
は
、
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
　
本
稿
は
『
原
中
最
秘
抄
』
所
引
の
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
は
、
玉
鬘
の
巻
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
と
想
定
し
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
馬
頭
夫
人
説
話
の
原
拠
と
さ
れ
る
金
剛
醜
女
説
話
は
）
6
（
、
拙
稿
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
末
摘
花
の
造
型
―
金
剛
醜
女
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
）
7
（
―
」
（
以
下
、
前
稿
と
す
る
）
に
お
い
て
末
摘
花
の
造
型
に
関
わ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
玉
鬘
に
も
末
摘
花
と
同
様
に
「
玉
か
つ
ら
」
と
「
か
た
は
」
と
い
う
共
通
す
る
語
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
醜
女
説
話
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
玉
鬘
40
造
型
の
背
景
に
迫
っ
て
み
た
い
。
　
　
　
　
一
、
馬
頭
夫
人
説
話
の
伝
本
に
つ
い
て
　
玉
鬘
の
巻
と
馬
頭
夫
人
説
話
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
踏
ま
え
て
置
き
た
い
の
は
、
現
存
す
る
資
料
の
な
か
で
、
ど
の
本
文
を
用
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
最
も
古
い
本
文
と
思
わ
れ
る
の
が
、
『
流
記
』
の
佚
文
の
馬
頭
夫
人
説
話
で
あ
る
。
永
井
義
憲
氏
は
、
野
口
博
久
氏
の
「
散
佚
書
の
『
流
記
』
は
長
谷
寺
の
内
部
の
管
理
記
録
で
あ
っ
た
）
8
（
」
と
す
る
説
を
肯
定
さ
れ
、
さ
ら
に
散
見
す
る
『
流
記
』
の
佚
文
を
収
拾
し
た
上
で
、
成
立
年
は
「
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
の
、
そ
れ
以
前
に
『
流
記
』
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
試
案
を
提
示
さ
れ
た
）
9
（
。
　
こ
の
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
引
用
す
る
の
が
、
『
原
中
最
秘
抄
』
で
あ
る
。
『
原
中
最
秘
抄
』
は
、
学
祖
河
内
守
光
行
（
寛
元
二
年
〈
一
二
四
四
〉
歿
）
、
そ
の
子
親
行
、
親
行
の
弟
素
寂
、
親
行
の
子
聖
覚
（
俗
名
義
行
）
、
義
行
の
子
行
阿
（
俗
名
知
行
）
の
四
代
五
人
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
源
氏
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る
。
現
在
二
系
統
の
伝
本
が
伝
わ
り
、
広
本
・
略
本
と
通
称
さ
れ
る
。
広
本
の
原
形
は
、
光
行
の
子
親
行
最
晩
年
の
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
が
、
行
阿
の
加
筆
終
了
が
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
九
月
、
さ
ら
に
後
人
の
整
理
を
経
て
、
広
本
成
立
に
も
う
少
し
時
間
を
要
し
た
と
あ
る
）
10
（
。
馬
頭
夫
人
説
話
の
引
用
文
の
あ
と
に
「
已
上
行
阿
勘
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
用
は
行
阿
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
略
本
は
奥
書
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
耕
雲
山
人
（
花
山
院
長
親
）
に
よ
っ
て
抄
出
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
田
坂
憲
二
氏
は
、
略
本
は
広
本
の
省
略
本
で
は
な
く
異
本
別
本
と
い
う
も
の
で
、
耕
雲
が
略
本
を
纏
め
る
に
際
し
て
依
拠
し
た
『
原
中
最
秘
抄
』
の
原
本
の
内
容
・
構
成
を
基
本
的
に
尊
重
し
て
い
る
た
め
、
広
本
（
非
耕
雲
抄
出
本
）
の
欠
を
補
う
資
料
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
）
11
（
。
成
立
は
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
頃
以
降
で
あ
る12
（
。
こ
の
広
本
・
略
本
の
冒
頭
部
分
を
比
べ
る
と
、
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
41
①
長
谷
寺
流
記
云
。
唐
信
宗
皇
帝
之
時
千
人
ノ
后
ヲ
モ
チ
給
ヘ
リ
。
第
四
ノ
后
ヲ
馬
頭
夫
人
ト
云
ヘ
リ
。
文
宗
皇
帝
孫
玄
成
太
子
娘
。
顔
長
シ
テ
面
馬
ニ
似
タ
リ
。
仍
馬
頭
ト
名
ツ
ク
。
然
ト
モ
心
ニ
情
フ
カ
ク
シ
テ
帝
ノ
寵
愛
二
心
ナ
シ
。
ソ
レ
ヲ
猜
ネ
タ
ミ
テ
自
余
ノ
后コウ
妃ヒ
評
定
シ
テ
云
。
馬
頭
夫
人
ハ
夜
ナ
〳
〵
御
門
ニ
マ
イ
リ
給
ヘ
ル
ハ
カ
リ
ニ
テ
、
面
貌
ヲ
ア
サ
ヤ
カ
ニ
見
給
ハ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
御
気
色
無
双
也
。
白
昼
ニ
彼
貌
ヲ
叡
覧
ア
ラ
ハ
定
テ
踈ウト
ム
御
心
出
キ
ナ
ン
ト
云
合
テ 
（
広
本
・
一
〇
）
②
長
谷
寺
流
記
云
。
唐
僖
宗
皇
帝
千
人
の
后
を
も
ち
給
。
其
中
馬
頭
夫
人
と
云
。
顔
な
が
く
し
て
馬
の
面
に
ヽ
た
り
。
然
心
に
情
ふ
か
く
し
て
帝
の
寵
愛
二
心
な
し
。
自
餘
の
夫
人
こ
れ
を
そ
ね
み
て
此
面
を
分
明
に
見
た
ま
は
ぬ
に
よ
り
て
寵
愛
あ
り
、
白
昼
に
か
た
ち
を
み
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
相
儀
し
て 
（
略
本
・
三
三
九
）
広
本
の
「
信
宗
皇
帝
」
は
歴
史
上
実
在
の
な
い
名
前
で
あ
る
が
、
略
本
は
、
唐
朝
第
十
八
代
の
「
僖
宗
皇
帝
」
の
名
に
訂
正
し
、
『
流
記
』
の
本
文
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
同
じ
く
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
利
用
し
た
資
料
に
、
鎌
倉
中
期
成
立
の
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
（
内
題
「
長
谷
寺
験
記
」
、
以
下
は
『
験
記
』
と
略
称
す
る
）
が
現
存
す
る
。
『
験
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
永
井
義
憲
氏
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
）
よ
り
建
保
七
年
（
一
二
一
八
）
の
間
の
成
立
と
な
る
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
以
前
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
）
13
（
。
こ
の
長
谷
寺
に
伝
わ
る
『
験
記
』
に
、
唐
土
や
新
羅
に
ま
で
験
し
る
し
を
及
ぼ
す
と
い
う
霊
験
譚
は
五
話
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
六
話
が
「
唐
朝
ノ
馬
頭
夫
人
得
二
端
正
一
成
二
守
護
神
一
事
」
で
あ
る
。
前
掲
の
①
②
と
同
じ
冒
頭
部
分
を
比
較
す
る
と
、
③
の
傍
線
部
分
は
、
①
②
に
み
ら
れ
な
い
本
文
で
あ
る
。
③
第
六
陽
成
天
皇
御
宇
ニ
大
唐
国
ニ
王
有
キ
（
ニ
）
、
僖
宗
皇
帝
ト
云
。
千
人
ノ
后
有
リ
。
其
第
四
ノ
后
ヲ
ハ
馬
頭
夫
人
ト
名
ク
。
是
文
42
宗
皇
帝
孫
玄
成
太
子
ノ
御
娘
也
。
宿
習
ニ
ヤ
有
ケ
ム
、
顔
長
ク
シ
テ
鼻
ノ
姿
頗
ル
馬
ニ
似
リ
。
ケ
レ
ト
モ
心
ニ
情
ケ
深
ク
シ
テ
由
シ
有
ル
様
ニ
云
ニ
付
テ
、
優
ニ
思
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
帝
王
弐
心
無
ク
時
メ
カ
セ
玉
テ
、
サ
ル
御
カ
タ
ワ
有
ト
ハ
知
食
ナ
カ
ラ
、
カ
タ
ヘ
ノ
后
達
ヨ
リ
猶
マ
チ
カ
ク
シ
テ
ナ
サ
レ
ケ
ル
ヲ
、
数
多
ノ
御
方
々
一
ツ
心
ニ
嫉
ミ
ア
ヒ
玉
テ
、
何
ニ
モ
コ
ノ
后
ノ
カ
タ
ワ
ヲ
帝
ニ
見
セ
奉
テ
、
御
中
ヲ
サ
ケ
申
サ
ム
ト
巧
ミ
ケ
ル
程
ニ
、
一
人
ノ
后
御
計
事
ト
シ
テ
帝
王
ヲ
始
テ
千
人
ノ
后
集
リ
テ
七
日
七
夜
花
見
ノ
宴
ヲ
始
テ
昼
ル
彼
ノ
夫
人
ノ
顔
ヲ
見
セ
奉
ム
ト
云
合
セ
ケ
レ
ハ
、
九
百
余
人
ノ
后
皆
一
同
シ
テ
此
由
ヲ
奉
聞
シ
ケ
リ
。 
（
験
記
・
三
〇
）
こ
の
よ
う
に
『
験
記
』
の
本
文
は
、
広
本
に
な
い
本
文
が
み
ら
れ
、
後
半
部
に
は
長
谷
寺
の
山
内
が
広
大
な
清
浄
の
法
地
で
功
徳
成
就
の
三
千
世
界
で
あ
る
こ
と
等
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
馬
頭
夫
人
の
顔
は
、
広
本
「
面
貌
」
「
彼
ノ
貌
」
（
前
掲
①
）
と
略
本
「
此
面
」
「
か
た
ち
」
（
前
掲
②
）
に
対
し
て
、
『
験
記
』
は
「
カ
タ
ワ
」
と
本
文
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
広
本
と
『
験
記
』
の
同
箇
所
を
見
比
べ
る
と
、
④
医
師
ニ
申
テ
曰
。
御
貌
ハ
生
得
也
。
治
ス
ル
ニ
不
可
ト
申
ス
。 
（
広
本
・
一
〇
一
）
⑤
医
師
申
ケ
ル
ハ
御
生
レ
付
ノ
御
カ
タ
ハ
ヲ
ハ
薬
ノ
及
フ
ヘ
キ
ニ
非
ス
。 
（
験
記
・
三
一
）
「
御
貌
」
は
「
御
カ
タ
ハ
」
と
な
る
。
こ
れ
は
誤
写
と
み
る
よ
り
も
、
『
験
記
』
の
編
者
に
よ
る
書
き
替
え
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
源
氏
物
語
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
上
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
馬
頭
夫
人
説
話
の
結
語
に
、
⑥
源
氏
ノ
物
語
ニ
唐
も
ろ
こ
シ
ノ
后
、
十
種
ノ
宝
物
ヲ
当
寺
ニ
送
ル
ト
書
キ
タ
ル
ハ
、
此
事
ヲ
思
ハ
エ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
実
ニ
此
尊
ノ
閻
浮
ノ
中
ニ
簡えら
ハ
レ
テ
、
生うま
れ
つ
き
付  
ノ
叶
難
キ
願
ヲ
モ
満
玉
事
、
尊
哉
。 
（
験
記
・
三
四
）
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
43
と
、
「
源
氏
ノ
物
語
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
源
氏
物
語
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
）
14
（
。
　
こ
の
他
に
馬
頭
夫
人
説
話
は
、
長
谷
寺
蔵
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
写
本
『
和
州
長
谷
寺
観
音
験
記
』
と
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
刊
記
を
有
す
る
『
長
谷
寺
観
音
験
記
』
と
、
承
応
二
年
と
同
じ
版
木
を
用
い
た
「
承
応
二
二
年
（
四
年
の
意
）
孟
春
吉
日
和
州
長
谷
寺
関
東
屋
弥
作
開
版
」
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
あ
げ
た
『
験
記
』
の
本
文
と
小
異
は
あ
る
が
ほ
ぼ
同
文
で
、
後
半
に
馬
頭
夫
人
が
長
谷
寺
の
守
護
神
と
な
っ
た
経
緯
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
承
応
四
年
の
版
本
の
結
語
は
、
⑦
源
氏
ノ
物
語
ニ
唐
も
ろ
こ
シ
ノ
后
、
十
種
ノ
宝
物
ヲ
当
寺
ニ
送
ル
ト
書
キ
タ
ル
ト
、
此
事
ヲ
思
侍
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
誠
ニ
此
尊
ノ
閻
浮
ノ
中
ニ
簡えら
ハ
レ
生うま
れ
つ
き
付  
ノ
御
片かた
輪わ
ヲ
直
サ
セ
給
事
尊
哉
。 
（
一
七
オ
）
と
、
『
験
記
』
の
「
生うま
れ
つ
き
付  
ノ
叶
難
キ
願
ヲ
モ
満
玉
事
、
尊
哉
」
（
前
掲
⑥
）
は
、
「
生うま
れ
つ
き
付  
ノ
御
片かた
輪わ
ヲ
直
サ
セ
給
事
尊
哉
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
源
氏
物
語
か
ら
凡
そ
二
百
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
験
記
』
は
、
長
谷
観
音
の
霊
験
譚
の
信
憑
性
を
高
め
る
為
に
、
源
氏
物
語
を
利
用
し
た
書
き
替
え
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
き
た
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
略
本
は
広
本
と
比
べ
る
と
訂
正
や
省
略
が
み
ら
れ
、
『
験
記
』
は
源
氏
物
語
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
玉
鬘
の
巻
と
馬
頭
夫
人
説
話
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
為
に
用
い
る
本
文
は
、
散
佚
書
の
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
引
用
す
る
『
原
中
最
秘
抄
』
の
広
本
が
適
切
と
考
え
る
。
　
　
　
　
二
、
『
原
中
最
秘
抄
』
が
引
く
馬
頭
夫
人
説
話
と
玉
鬘
の
巻
の
関
わ
り
　
『
原
中
最
秘
抄
』
は
、
44
　
一
仏
ノ 
御
中
ニ
ハ
ツ
セ
ナ
ン
日
ノ
本
ニ
ア
ラ
タ
ナ
ル
シ
ル
シ
ア
ラ
ハ
シ
給
モ
ロ
コ
シ
ニ
モ
聞
エ
ア
ナ
リ
長
谷
寺
和
州
高
市
郡
ニ
建
立
元
正
天
皇
御
時
養
老
七
年
道
明
法
師
造
之
同
供
養
之
事
聖
武
天
皇
御
時
天
平
八
年
導
師
行
基
菩
薩
水
鏡
見
之
長
谷
寺
流
記
云 
―
前
掲
第
一
節
①
の
本
文
に
続
く
―
一
つ
書
に
玉
鬘
の
巻
の
本
文
を
引
用
し
、
註
と
し
て
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
あ
げ
る
。
　
『
河
海
抄
）
15
（
』
は
馬
頭
夫
人
説
話
の
概
略
を
載
せ
て
、
そ
の
次
に
、
又
吉
備
大
臣
入
唐
時
長
谷
寺
観
音
住
吉
明
神
に
起
請
し
て
野
馬
台
を
読
み
け
る
霊
瑞
あ
る
よ
し
江
談
に
み
え
た
り
。
 
（
河
海
抄
・
三
八
六
）
又
、
吉
備
真
備
が
唐
に
お
い
て
野
馬
台
詩
の
解
読
を
命
じ
ら
れ
た
時
、
長
谷
寺
に
祈
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
が
、
『
江
談
抄
』
に
み
え
る
と
紹
介
す
る
。
以
下
『
紹
巴
抄
』
（
一
五
六
五
年
成
立
）
、
『
孟
津
抄
』
（
一
五
七
五
年
成
立
）
、
『
湖
月
抄
』
（
一
六
七
三
年
成
立
）
も
、
馬
頭
夫
人
説
話
と
吉
備
真
備
の
話
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
、
唐
土
に
ま
で
評
判
が
高
い
長
谷
観
音
の
霊
験
の
一
つ
と
し
て
、
馬
頭
夫
人
説
話
を
紹
介
す
る
よ
う
に
窺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
原
中
最
秘
抄
』
の
筆
者
が
、
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
を
あ
げ
る
の
は
、
玉
鬘
の
巻
の
全
体
の
構
成
に
関
わ
る
こ
と
を
認
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
長
谷
観
音
は
、
馬
頭
夫
人
説
話
と
玉
鬘
巻
に
お
い
て
主
人
公
開
運
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
考
察
の
重
要
な
糸
口
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
馬
頭
夫
人
の
馬
の
よ
う
な
醜
貌
と
、
玉
鬘
の
「
か
た
は
」
の
噂
で
あ
る
。
大
切
に
育
て
た
姫
君
の
疵
に
な
る
噂
を
、
乳
母
み
ず
か
ら
が
立
て
る
と
い
う
作
者
の
意
図
に
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
で
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
45
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
１
か
ら
４
は
、
両
話
が
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
１
、
馬
頭
夫
人
の
醜
貌
と
玉
鬘
の
「
か
た
は
」
　
馬
頭
夫
人
は
、
「
顔
長
シ
テ
面
馬
ニ
似
タ
リ
。
仍
馬
頭
ト
名
ツ
ク
。
」
（
前
掲
第
一
節
①
）
と
馬
の
よ
う
な
長
い
顔
の
た
め
に
、
馬
頭
夫
人
と
呼
ば
れ
る
。
第
一
節
の
④
⑤
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
馬
頭
夫
人
の
「
御
貌
」
（
広
本
）
が
「
御
カ
タ
ハ
」
に
か
わ
る
例
や
、
末
摘
花
の
巻
の
主
人
公
は
、
「
あ
な
か
た
は
と
見
ゆ
る
も
の
は
御
鼻
な
り
け
り
。
ふ
と
目
ぞ
と
ま
る
。
普
賢
菩
薩
の
乗
物
と
お
ぼ
ゆ
」
（
末
摘
花
・
二
七
〇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
極
端
に
見
苦
し
い
様
子
は
、
「
か
た
は
」
と
い
う
認
識
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
玉
鬘
は
「
い
と
う
つ
く
し
う
、
た
だ
今
か
ら
気
高
く
き
よ
ら
な
る
御
さ
ま
」
（
玉
鬘
・
二
八
三
）
と
、
気
品
の
あ
る
美
し
い
姫
君
で
あ
る
が
、
評
判
を
聞
い
た
田
舎
人
か
ら
の
求
婚
を
固
辞
す
る
方
便
と
し
て
、
乳
母
が
は
な
は
だ
し
い
不
具
が
あ
る
と
言
い
ふ
ら
す
こ
と
か
ら
、
「
故
少
弐
の
孫
む
ま
ご
は
、
か
た
は
な
む
あ
ん
な
る
。
あ
た
ら
も
の
を
」
（
玉
鬘
・
二
八
六
）
と
噂
が
立
つ
。
と
こ
ろ
が
大
夫
監
は
「
い
み
じ
き
か
た
は
あ
り
と
も
、
我
は
見
隠
し
て
持
た
ら
む
」
（
玉
鬘
・
二
八
七
）
と
、
玉
鬘
と
の
結
婚
話
を
強
引
に
進
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
玉
鬘
と
乳
母
一
家
の
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
を
際
だ
た
せ
る
と
い
え
る
が
、
大
切
な
姫
君
を
わ
ざ
わ
ざ
「
か
た
は
」
と
貶
め
る
必
然
性
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
作
者
が
玉
鬘
に
「
か
た
は
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
馬
頭
夫
人
の
極
端
な
醜
貌
と
同
じ
く
、
ど
ち
ら
も
「
か
た
は
」
の
要
素
が
共
通
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
２
、
長
谷
観
音
に
祈
請
す
る
　
馬
頭
夫
人
は
馬
の
よ
う
な
面
貌
を
嘆
い
て
医
師
を
召
す
が
、
生
ま
れ
つ
き
は
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
、
次
に
仙
人
を
召
す
と
、
46
我
昔
、
宝
志
和
尚
ト
云
シ
時
、
他
心
智
ヲ
得
、
飛
行
自
在
ナ
リ
キ
。
其
時
世
界
ヲ
カ
ケ
リ
見
シ
ニ
、
大
日
本
国
長
谷
寺
観
音
ハ
極
位
ノ
大
薩
埵
也
。
次
ニ
凡ホン
衆シユ
ニ
同
シ
テ
利
生
ヲ
ホ
ト
コ
シ
給
。
彼
国
ハ
是
ヨ
リ
東
方
ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
行カウ
程テイ
ヲ
隔
ツ
ト
云
ト
モ
、
彼
仏
ヲ
向
奉
祈
請
マ
シ
マ
サ
ハ
、
定
感
応
タ
チ
処
ニ
侍
ナ
ン
ト
申
ニ
、
仍
骨
髄
ヲ
ク
タ
キ
礼
拝
ヲ
イ
タ
シ
数
反
名
ヲ
唱
エ
テ
イ
ノ
リ
給
ニ
、
― 
３
に
続
く 
― 
（
広
本
・
一
〇
二
）
仙
人
は
昔
「
宝
志
和
尚
）
16
（
」
で
あ
っ
た
時
に
世
界
を
見
た
中
で
、
東
方
に
あ
る
大
日
本
の
長
谷
寺
の
観
音
は
極
位
の
大
菩
薩
で
、
す
べ
て
の
衆
生
に
利
生
を
施
す
と
教
え
る
。
「
行カウ
程テイ
ヲ
隔
ツ
ト
云
ト
モ
、
彼
仏
ヲ
向
奉
祈
請
マ
シ
マ
サ
ハ
定
感
応
タ
チ
処
ニ
侍
ナ
ン
ト
申
ニ
」
は
、
た
と
え
道
の
り
が
遠
く
て
も
、
長
谷
観
音
に
祈
れ
ば
必
ず
加
護
を
施
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
乳
母
子
豊
後
の
介
は
、
「
―
前
略
―　
ま
し
て
わ
が
国
の
う
ち
に
こ
そ
、
遠
き
国
の
境
と
て
も
、
年
経
た
ま
ひ
つ
れ
ば
、
若
君
を
ば
ま
し
て
恵
み
た
ま
ひ
て
む
」
と
て
出
だ
し
た
て
ま
つ
る
。 
（
玉
鬘
・
二
九
七
）
ま
し
て
や
姫
君
は
、
同
じ
日
本
の
国
の
中
に
、
遠
い
筑
紫
の
国
と
は
い
っ
て
も
、
長
年
お
住
ま
い
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
姫
君
を
お
助
け
下
さ
る
に
違
い
な
い
と
、
玉
鬘
を
初
瀬
に
向
か
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
「
タ
ト
ヒ
行カウ
程テイ
ヲ
隔
ツ
ト
云
ト
モ
」
と
「
遠
き
国
の
境
と
て
も
」
は
、
長
谷
観
音
と
遠
く
離
れ
て
い
て
も
と
い
う
意
味
が
一
致
し
、
馬
頭
夫
人
と
玉
鬘
は
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
唐
土
に
ま
で
評
判
の
長
谷
観
音
の
加
護
を
請
う
こ
と
が
共
通
す
る
。
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
47
３
、
長
谷
観
音
の
利
益
を
も
た
ら
す
老
僧
と
右
近
と
の
邂
逅
　
馬
頭
夫
人
が
長
谷
観
音
の
方
向
に
向
か
っ
て
祈
る
と
、
七
日
ヲ
フ
ル
暁
夢
ニ
ウ
ツ
ヽ
ト
モ
ナ
ク
、
東
方
ヨ
リ
ア
ヤ
シ
キ
老
僧
、
香
ノ
袈
裟
ヲ
着
タ
ル
カ
紫
雲
ニ
乗
テ
、
手
ニ
水
瓶
ヲ
持
来
近
付
テ
顔
ニ
ソ
ヽ
ク
ト
思
ニ
、
心
歎
喜
シ
テ
已
ニ
利
生
ニ
預
ヌ
ト
思
フ
。 
（
広
本
・
一
〇
三
）
七
日
目
の
暁
の
夢
に
、
不
思
議
な
老
僧
が
紫
雲
に
乗
っ
て
現
れ
る
。
玉
鬘
は
、
都
か
ら
出
発
し
て
四
日
目
に
椿
市
の
宿
に
お
い
て
、
玉
鬘
の
行
方
を
捜
し
て
い
た
亡
き
夕
顔
の
乳
母
子
右
近
と
邂
逅
す
る
。
皆
お
ど
ろ
き
て
、
「
夢
の
心
地
も
す
る
か
な
。
い
と
つ
ら
く
、
言
は
む
か
た
な
く
思
ひ
き
こ
ゆ
る
人
に
、
対
面
し
ぬ
べ
き
こ
と
よ
」
と
て
、
こ
の
隔
て
に
寄
り
来
た
り
。 
（
玉
鬘
・
三
〇
一
）
目
の
前
に
現
れ
た
右
近
を
、
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
心
地
と
驚
く
。
老
僧
は
夢
の
中
に
、
右
近
は
現
実
に
現
れ
る
と
状
況
は
違
う
が
、
主
人
公
に
利
益
を
も
た
ら
す
人
物
が
夢
の
よ
う
に
現
れ
る
こ
と
が
一
致
す
る
。
４
、
馬
頭
夫
人
と
玉
鬘
の
変
貌
　
馬
頭
夫
人
の
も
と
に
、
不
思
議
な
老
僧
が
現
れ
、
御
貌
に
水
瓶
の
香
水
を
注
ぐ
と
、
48
心
歎
喜
シ
テ
已
ニ
利
生
ニ
預
ヌ
ト
思
フ
。
則
鏡
ヲ
取
テ
形
ヲ
見
レ
ハ
、
本
ノ
容ヨウ
皃
ニ
ア
ラ
ス
。
端
厳
美
麗
ニ
ナ
レ
リ
。
 
（
広
本
・
一
〇
三
）
馬
頭
夫
人
の
心
は
歓
喜
し
、
観
音
の
利
益
を
預
か
っ
た
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
鏡
を
取
っ
て
見
れ
ば
、
容
貌
は
端
厳
美
麗
に
な
り
、
そ
し
て
皇
帝
の
寵
愛
が
よ
り
一
層
に
増
す
と
い
う
大
団
円
で
あ
る
。
　
玉
鬘
は
生
ま
れ
つ
い
た
美
女
で
、
馬
頭
夫
人
の
よ
う
に
容
貌
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
源
氏
物
語
の
中
で
、
玉
鬘
ほ
ど
劇
的
な
環
境
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
た
姫
君
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。
高
貴
な
血
筋
に
生
ま
れ
な
が
ら
幼
き
時
に
乳
母
と
共
に
筑
紫
に
下
り
、
成
人
し
た
後
に
帰
京
が
果
た
せ
た
と
は
い
っ
て
も
、
九
条
あ
た
り
の
市
女
商
人
の
住
む
場
所
で
の
心
細
い
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六
条
院
に
引
き
取
る
際
に
源
氏
が
、
「
さ
や
う
に
沈
み
て
生
い
出
で
た
ら
む
人
の
あ
り
さ
ま
う
し
ろ
め
た
く
て
」
（
玉
鬘
・
三
一
五
）
と
心
配
す
る
よ
う
に
、
落
ち
ぶ
れ
た
境
遇
で
育
っ
た
姫
君
で
あ
る
。
そ
の
姫
君
が
右
近
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
て
、
源
氏
に
知
ら
さ
れ
る
と
、
格
別
な
装
束
を
整
え
、
お
付
き
の
女
房
と
も
に
御
車
を
三
台
し
た
て
、
源
氏
の
娘
と
し
て
六
条
院
に
迎
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
長
谷
観
音
の
霊
験
に
よ
り
、
薄
幸
の
姫
君
が
端
厳
美
麗
に
変
貌
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
馬
頭
夫
人
説
話
と
玉
鬘
の
巻
は
、
長
谷
観
音
の
利
益
に
よ
り
開
運
す
る
だ
け
で
な
く
、
１
馬
頭
夫
人
の
醜
貌
と
玉
鬘
の
「
か
た
は
」
の
要
素
、
２
長
谷
観
音
に
祈
請
す
る
、
３
長
谷
観
音
の
利
益
を
も
た
ら
す
人
物
と
の
邂
逅
、
４
馬
頭
夫
人
と
玉
鬘
の
変
貌
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
広
本
だ
け
に
み
ら
れ
る
本
文
の
「
行カウ
程テイ
ヲ
隔
ツ
ト
云
ト
モ
」
（
前
掲
２
）
と
、
「
夢
ニ
ウ
ツ
ヽ
ト
モ
ナ
ク
」
（
前
掲
３
）
と
類
似
す
る
表
現
が
、
源
氏
物
語
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
玉
鬘
の
巻
に
馬
頭
夫
人
説
話
の
要
素
を
用
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
49
　
　
　
　
三
、
金
剛
醜
女
説
話
と
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
　
前
節
で
は
、
玉
鬘
の
巻
に
馬
頭
夫
人
説
話
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
の
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
玉
鬘
の
巻
は
、
馬
頭
夫
人
説
話
の
引
用
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
部
分
が
み
ら
れ
る
。
馬
頭
夫
人
説
話
の
主
人
公
と
、
原
拠
と
さ
れ
る
金
剛
醜
女
説
話
の
主
人
公
は
、
生
ま
れ
つ
い
た
醜
女
で
、
外
面
は
動
物
に
喩
え
ら
れ
る
が
、
内
面
は
心
ば
え
が
よ
く
、
仏
に
よ
っ
て
美
し
く
変
貌
す
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
こ
の
金
剛
醜
女
説
話
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
末
摘
花
の
造
型
を
め
ぐ
る
発
想
や
表
現
に
関
わ
る
こ
と
を
考
察
し
た
が
、
玉
鬘
の
造
型
に
も
末
摘
花
と
同
じ
要
素
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
玉
か
つ
ら
」
の
語
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
な
か
で
「
玉
か
つ
ら
」
を
用
い
る
の
は
、
末
摘
花
と
玉
鬘
の
二
人
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
、
玉
鬘
の
巻
と
金
剛
醜
女
説
話
と
の
関
わ
り
を
考
察
を
す
る
こ
と
で
、
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
馬
頭
夫
人
説
話
の
引
用
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
追
究
し
た
い
。
　
ま
ず
、
金
剛
醜
女
説
話
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
波
斯
匿
王
の
娘
波は
闍じや
羅ら
（
金
剛
）
17
（
は
、
前
世
に
お
い
て
一
人
の
聖
人
を
供
養
し
た
故
で
王
家
に
生
ま
れ
る
が
、
聖
者
を
供
養
し
な
が
ら
、
心
中
に
聖
者
の
醜
さ
を
蔑
ん
だ
罪
に
よ
り
、
醜
く
生
ま
れ
つ
く
。
娘
は
、
我
が
身
の
罪
咎
を
責
め
て
仏
を
念
じ
る
と
、
仏
は
す
ぐ
に
女
の
前
に
現
れ
、
娘
は
仏
相
を
移
し
得
て
天
女
の
よ
う
に
美
し
く
な
り
、
前
世
の
罪
を
懺
悔
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
々
富
貴
、
解
脱
を
得
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
　
金
剛
醜
女
説
話
の
原
拠
は
訳
出
年
代
順
に
、
①
賢
愚
因
縁
経
巻
第
二
「
波
斯
匿
王
女
金
剛
品
第
八
）
18
（
」
（
以
下
、
賢
愚
経
）
、
②
撰
集
百
縁
経
巻
第
八
「
波
斯
匿
王
醜
女
縁
）
19
（
」
（
以
下
、
百
縁
経
）
、
③
雑
宝
蔵
経
巻
第
二
「
波
斯
匿
王
女
醜
女
頼
提
縁
」
、
④
経
律
異
相
巻
第
三
十
四
諸
国
王
女
部
「
波
斯
匿
王
女
金
剛
形
醜
以
レ
念
二
仏
力
一
立
改
二
姝
顏
一
」
、
⑤
法
苑
珠
林
巻
第
七
十
六
、十
悪
篇
「
第
八
十
四
之
四
悪
口
部
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
①
か
ら
⑤
の
相
違
点
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
　
賢
愚
経
と
百
縁
経
は
概
ね
同
文
で
あ
る
が
、
百
縁
経
に
は
次
の
よ
う
な
省
略
や
異
訳
が
見
ら
れ
る
。
50
① 
名　ハ
曰　　
フ二
摩
利　　
ト一
、
時　ニ
生　　
ム二
一
女　　
ヲ一
、
字
波は
闍じや
羅ら
晋
金
剛
。
其
女　ノ
面
類
）
20
（
、
極　テ
為　　
ス二
醜
悪　　
ト一
。
肌
体
麁
渋
、
猶
如　ク
二
駝
皮
一
。
）
21
（
頭
髪　ハ
麁
強　ニ
シ
テ、
猶
如　ク
二
馬
尾　ノ
一
。 
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
② 
摩
利
夫
人
生　　
ム二
一
女
兒　　
ヲ一
。
面
貌
極　テ
醜　シ
、
身
体
麁
渋
、
猶
如　ク
二
蛇
皮
一
。
頭
髪　ハ
麁
強　ニ
シ
テ、
猶
如　ク
二
馬
尾　ノ
一 
（
百
縁
経
・
二
四
二
）
①
賢
愚
経
の
金
剛
醜
女
の
肌
は
「
駝ヽ
皮
」
と
あ
る
が
、
②
百
縁
経
で
は
「
蛇ヽ
皮
」
と
な
る
。
こ
の
漢
訳
の
違
い
に
よ
り
、
百
縁
経
を
原
拠
と
す
る
日
本
の
金
剛
醜
女
説
話
は
、
「
身　ミ
ノ
ハ
タ
ヘ
ハ膚
如　シ
二
毒
蛇　ノ
一
。
其
臭
ク
サ
キ
香
不
レ
可
レ
近ツク
」
（
注
好
撰
・
六
十
）
22
（
と
身
の
肌
を
蛇
皮
に
喩
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③
雑
宝
蔵
経
は
、
金
剛
の
代
わ
り
に
「
頼
提
」
と
い
う
名
が
み
ら
れ
、
「
有
二
十
八
醜
一
」
（
雑
宝
蔵
経
・
四
五
七
）
と
十
八
の
醜
さ
が
有
り
、
肌
が
魚
皮
の
よ
う
で
、
夫
が
仲
間
か
ら
重
い
罰
を
受
け
る
な
ど
、
他
の
仏
典
と
異
な
る
内
容
が
加
わ
る
。
④
経
律
異
相
は
、
賢
愚
経
の
概
ね
半
分
に
抜
粋
し
た
内
容
で
あ
る
。
⑤
法
苑
珠
林
は
百
縁
経
を
引
く
と
有
り
、
百
縁
経
を
半
分
に
し
た
本
文
の
省
略
と
書
き
替
え
が
見
ら
れ
る
が
、
百
縁
経
に
は
な
い
「
金
剛
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
の
中
で
、
①
賢
愚
経
は
、
大
聖
武
と
よ
ば
れ
る
伝
聖
武
天
皇
宸
筆
「
東
大
寺
本
賢
愚
経
残
巻
」
（
波
斯
匿
王
女
金
剛
品
第
八
）
が
現
存
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
。
ま
た
永
観
二
年
（
九
八
三
）
成
立
の
仏
教
説
話
集
『
三
宝
絵
』
の
序
に
、
賢
愚
経
巻
第
四
「
出
家
功
徳
尸
利
苾
提
品
第
二
十
二
」
の
舎
衛
城
の
薩
薄
の
婦
は
、
我
が
貌
の
良
い
こ
と
を
誇
り
、
死
後
に
虫
と
な
り
己
の
屍
に
住
む
話
を
掲
載
す
る
。
『
三
宝
絵
』
下
に
は
、
「
又
賢
愚
経
に
と
く
を
聞
け
ば
」
、
「
賢
愚
経
に
、
仏
五
施
を
ほ
め
給
ふ
」
と
賢
愚
経
が
引
か
れ
る
）
23
（
。
室
町
前
期
の
『
河
海
抄
』
に
、
鈴
虫
巻
の
「
行
香
の
人
々
」
（
鈴
虫
・
三
四
六
）
の
註
に
、
「
行
香
事 
見
賢
愚
経
云
）々
24
（
」
と
賢
愚
経
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
広
く
知
ら
れ
た
仏
典
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
訳
出
年
代
が
最
も
古
く
、
本
文
の
内
容
が
最
も
豊
か
な
①
賢
愚
経
と
、
玉
鬘
の
巻
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
い
。
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
51
１
、
主
人
公
の
出
自
　
金
剛
醜
女
は
「
爾　ノ
時
、
波
斯
匿
王　ノ
最
大
夫
人
、
名　ヲ
曰　フ
二
摩
利　ト
一
。
時　ニ
生　ム
二
一
女　ヲ
一
」
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
と
あ
る
よ
う
に
、
波
斯
匿
王
と
摩
利
夫
人
の
娘
で
あ
る
。
玉
鬘
は
「
父
大
臣
の
筋
さ
へ
加
は
れ
ば
に
や
、
品
高
く
う
つ
く
し
げ
な
り
」
（
玉
鬘
・
二
八
五
）
と
、
父
方
の
血
筋
の
高
さ
が
共
通
す
る
。
２
、
外
の
人
に
見
せ
ず
に
守
護
さ
れ
て
育
つ
便　チ
勅　ス
二
宮
内　ニ
一
。
懃　ニ
レ
意　ヲ
守
護　シ
、
勿　レ
レ
令　ム
ル二
外
人　ニ
得
一
レ
見　ル
ヲレ
之　ヲ
也
。
所
以
者
何　カ
、
此　ノ
女　ノ
雖　モ
二
醜
形
不
一
レ
似
レ
人　ニ
、
然　ド
モ
是　レ
末
利
夫
人　ノ
所　ナ
リレ
生　ム
。
此　レ
雖　モ
二
醜
悪　ト
一
、
当
三
密　ニ
遣　シ
テレ
人　ヲ
而
護
│二
養
之　ヲ
一
。 
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
金
剛
醜
女
は
人
離
れ
を
し
た
醜
形
の
為
に
、
「
外
人
」
に
見
せ
な
い
よ
う
に
密
か
に
護
養
さ
れ
る
。
「
護
養
」
の
「
護
」
は
保
護
の
意
味
で
、
「
養
」
は
育
て
る
の
意
味
で
あ
る
。
玉
鬘
の
場
合
も
、
そ
の
人
の
御
子
と
は
、
館
の
人
に
も
知
ら
せ
ず
、
た
だ
孫むま
ご
の
か
し
づ
く
べ
き
ゆ
ゑ
あ
る
と
ぞ
言
ひ
な
し
け
れ
ば
、
人
に
見
せ
ず
、
限
り
な
く
か
し
づ
き
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、 
（
玉
鬘
・
二
八
五
）
と
育
て
ら
れ
る
。
「
館
の
人
」
と
「
人
に
見
せ
ず
」
の
「
人
」
は
、
賢
愚
経
の
「
外
人
」
に
対
応
す
る
。
両
女
は
、
人
に
見
せ
ず
に
、
大
切
に
養
い
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
52
３
、
両
親
と
別
れ
て
適
齢
期
を
む
か
え
る
　
金
剛
醜
女
は
「
此　レ
雖　モ
二
醜
悪　ト
一
、
当
三
密　ニ
遣　シ
テレ
人　ヲ
而
護
│二
養
之　ヲ
一
」
（
前
掲
２
）
と
醜
悪
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
密
か
に
人
を
遣
わ
し
養
護
さ
れ
る
。
「
人
を
遣
わ
し
」
は
、
父
王
が
人
を
派
遣
す
る
意
味
で
、
金
剛
醜
女
は
親
か
ら
離
れ
て
養
護
さ
れ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
鬘
も
乳
母
と
共
に
筑
紫
に
赴
く
こ
と
か
ら
、
親
と
別
れ
て
乳
母
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
ま
た
金
剛
醜
女
と
玉
鬘
は
、
親
と
別
れ
た
後
に
「
女
年
転
う
た
大
、ナリ
任　　
タ
リ
二  
当
レ
嫁
　
　
　
グ
ベ
キ
処　ニ
一
」
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
と
「
こ
の
君
、
ね
び
と
の
ひ
た
ま
ふ
ま
に
」
（
玉
鬘
・
二
八
五
）
と
、
結
婚
の
適
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
４
、
金
剛
醜
女
の
醜
貌
と
、
玉
鬘
の
「
か
た
は
」
　
第
二
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
末
摘
花
は
「
あ
な
か
た
は
と
見
ゆ
る
も
の
は
御
鼻
な
り
け
り
」
（
前
掲
第
二
節
１
）
と
あ
り
、
極
端
な
醜
貌
は
不
具
と
い
う
認
識
か
ら
、
金
剛
醜
女
の
「
此　ノ
女　ノ
雖　モ
二
醜
形
不
一
レ
似
レ
人　ニ
」
（
前
掲
本
節
２
）
と
い
う
人
離
れ
し
た
醜
貌
も
「
か
た
は
」
と
い
え
る
。
玉
鬘
は
生
ま
れ
つ
い
た
美
女
で
あ
る
が
、
求
婚
を
固
辞
す
る
方
便
に
乳
母
が
「
容か
た
ち貌
な
ど
は
さ
て
も
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
い
み
じ
き
か
た
は
の
あ
れ
ば
」
（
前
掲
第
二
節
１
）
と
言
い
ふ
ら
す
こ
と
か
ら
、
事
実
で
は
な
い
け
れ
ど
も
不
具
の
要
素
を
も
つ
こ
と
が
共
通
す
る
と
い
え
る
。
５
、
前
世
の
罪
の
自
覚
と
、
仏
を
念
ず
　
馬
頭
夫
人
説
話
は
、
前
世
の
罪
を
嘆
く
要
素
は
な
い
が
、
金
剛
醜
女
は
「
彼　ノ
女　ハ
心
悩　ミ
、
自　ノ
責　　
メ二
罪
咎　　
ヲ一
。
而
作　サ
ク二
是
言　　
ヲ一
。
我　ハ
種　ヱ
二
何　ノ
罪　　
ヲ一
、
為　ニ
レ
夫　ノ
所
レ
憎
、
恒　ニ
見　ル
ヤ二
幽
閉
一
」
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
と
心
悩
み
、
自
ら
の
罪
咎
を
責
め
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。
そ
し
て
「
心　ヲ
遥　ニ
礼　　
シ二
世
尊　　
ヲ一
、
唯
、
願　ク
ハ
垂　　
レレ
愍　ヲ
」
（
賢
愚
経
・
三
五
七
）
と
、
仏
に
救
い
を
願
う
の
で
あ
る
。
こ
の
罪
咎
が
前
世
の
行
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
波
斯
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
53
匿
王
が
、
時　ニ
波
斯
匿
王　ハ
、
跪ひざ
ま
ツ
キ
白　シ
テレ
仏　ニ
言　ク
。
不
審　ナ
リ
、
此　ノ
女　　
ハ
宿さき
の
よ
ニ
殖　　
ヱ二
何　ノ
福　　
ヲ一
、
乃　　
チ
生　ル
ヤ二 
豪
貴
富
楽
之
家　　
ニ一
。
復　　
タ
造　　
リ二
何　ノ
咎　　
ヲ一
。
受　　
ケ二
醜
陋　ノ
形　　
ヲ一
、
皮
毛
麁
強
、
劇　シ
ク 
如　キ
ヤ二
畜
生　　
ノ一
。 
（
賢
愚
経
・
三
五
八
）
娘
は
前
世
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
福
を
う
え
、
豪
貴
富
楽
の
家
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま
た
何
の
咎
を
造
り
醜
陋
を
受
け
畜
生
の
よ
う
で
あ
る
の
か
と
、
仏
に
娘
の
因
縁
を
聞
く
言
葉
か
ら
解
る
。
　
玉
鬘
は
、
長
谷
寺
に
徒
歩
で
向
か
う
辛
い
道
中
に
、
い
か
な
る
罪
深
き
身
に
て
、
か
る
世
に
さ
す
ら
ふ
ら
む
、
わ
が
親
、
世
に
な
く
な
り
た
ま
へ
り
と
も
、
わ
れ
を
あ
は
れ
と
お
ぼ
さ
ば
、
お
は
す
ら
む
所
に
誘
ひ
た
ま
へ
、
も
し
世
に
お
は
せ
ば
、
御
顔
見
せ
た
ま
へ
と
、
仏
を
念
じ
つ
、
あ
り
け
む
さ
ま
を
だ
に
お
ぼ
え
ね
ば
、
た
だ
、
親
お
は
せ
ま
し
か
ば
と
ば
か
り
の
悲
し
さ
を
嘆
き
わ
た
り
た
ま
へ
る
に
、 
（
玉
鬘
・
二
九
七
）
と
、
自
ら
の
前
世
の
罪
を
責
め
な
が
ら
仏
を
念
じ
る
。
金
剛
醜
女
の
「
我　ハ
種　ヱ
二
何　ノ
罪　　
ヲ一
」
と
玉
鬘
の
「
い
か
な
る
罪
深
き
身
」
は
、
前
世
に
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
の
か
と
問
う
こ
と
が
共
通
し
、
現
世
の
境
遇
を
嘆
い
て
仏
を
念
じ
る
こ
と
が
一
致
す
る
。
６
、
金
剛
醜
女
の
変
貌
と
玉
鬘
の
す
ぐ
れ
た
容
姿
　
金
剛
醜
女
は
、
仏
の
利
益
で
美
し
く
変
貌
す
る
と
、
「
王　ハ
見　　
テ二
婦　ノ
端
政　ヲ
殊　ニ
特すぐ
レ
少　キ
ヲ一
レ
双なら
ブ
モ
ノ
」
（
賢
愚
経
・
三
五
八
）
と
婦
人
の
姿
が
立
派
な
こ
54
と
は
、
と
り
わ
け
て
優
れ
て
並
ぶ
も
の
が
少
な
い
と
あ
る
。
玉
鬘
の
姿
を
み
た
右
近
は
、
見
た
て
ま
つ
る
に
、
命
の
ぶ
る
御
あ
り
さ
ま
ど
も
を
、
ま
た
さ
る
た
ぐ
ひ
お
は
し
ま
し
な
む
や
と
な
む
思
ひ
は
べ
る
に
、
い
づ
く
に
か
劣
り
た
ま
は
む
。
も
の
は
限
り
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
ま
へ
り
と
て
、
頂
き
を
離
れ
た
る
光
や
は
お
は
す
る
。
 
（
玉
鬘
・
三
〇
六
）
と
、
命
が
延
び
る
源
氏
や
紫
の
上
の
お
二
人
の
美
し
い
様
子
を
、
他
に
並
ぶ
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
玉
鬘
の
美
し
さ
は
劣
っ
て
い
な
い
、
仏
の
頭
を
離
れ
る
よ
う
な
光
は
な
い
け
れ
ど
も
と
、
こ
の
上
な
い
誉
め
よ
う
で
あ
る
。
「
双なら
ブ
モ
ノ
」
と
「
た
ぐ
ひ
」
は
、
「
相
な
ら
ぶ
も
の
」
と
い
う
意
味
で
、
金
剛
醜
女
が
仏
の
利
益
で
変
貌
し
た
あ
と
の
、
特
別
に
す
ぐ
れ
並
ぶ
も
の
が
少
な
い
と
い
う
美
し
さ
の
表
現
が
一
致
す
る
。
７
、
父
親
に
立
派
な
車
で
迎
え
ら
れ
る
　
父
王
は
、
娘
の
金
剛
醜
女
が
美
し
く
変
貌
し
た
こ
と
を
聞
く
と
、
審　　
ニ
如　　
クレ
是　ノ
者
、
速　ニ
往　テ
将ひき
ヰ
来　レ
、
即ただ
ち
に時
厳
車ニテ
、
迎　　
へレ
女　ヲ
入　　
ルレ
宮　ニ
。 
（
賢
愚
経
・
三
五
八
）
「
審つま
び
ら
か
に
そ
う
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
往
き
、
引
き
連
れ
て
来
よ
」
と
、
娘
が
端
厳
美
麗
に
変
貌
し
た
こ
と
を
詳
し
く
聞
く
と
、
た
だ
ち
に
立
派
な
厳
車
に
て
娘
を
、
宮
殿
に
迎
え
入
れ
る
の
で
あ
る
。
源
氏
も
、
「
容
貌
な
ど
は
、
か
の
昔
の
夕
顔
と
劣
ら
じ
や
」
（
玉
鬘
・
三
一
三
）
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
55
と
、
玉
鬘
の
容
貌
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
。
右
近
か
ら
「
こ
よ
な
う
こ
そ
生
ひ
ま
さ
り
て
見
え
た
ま
ひ
し
か
」
（
玉
鬘
・
三
一
三
）
と
母
夕
顔
よ
り
も
格
段
に
美
し
く
成
人
し
た
こ
と
を
聞
く
と
、
「
さ
ら
ば
か
の
人
、
こ
の
わ
た
り
に
わ
た
い
た
て
ま
つ
ら
む
」
（
玉
鬘
・
三
一
四
）
と
自
分
の
娘
と
し
て
引
き
取
る
の
で
あ
る
。
六
条
院
に
入
る
と
き
は
、
「
御
車
三
つ
ば
か
り
し
て
、
人
の
姿
ど
も
な
ど
、
右
近
あ
れ
ば
、
田
舎
び
ず
し
た
て
た
り
」
（
玉
鬘
・
三
二
〇
）
と
、
御
車
を
三
台
し
た
て
、
右
近
が
つ
い
て
田
舎
び
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
格
別
な
装
束
を
は
じ
め
、
お
供
の
女
房
を
選
ん
で
、
立
派
に
整
え
て
六
条
院
に
入
る
の
で
あ
る
。
金
剛
醜
女
の
父
王
と
、
玉
鬘
の
養
父
の
源
氏
は
、
娘
の
容
貌
の
美
し
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
立
派
な
車
を
し
た
て
娘
を
自
分
の
住
む
宮
殿
に
迎
え
い
れ
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
　
以
上
の
考
察
の
１
・
２
・
３
・
５
・
７
の
共
通
点
は
、
馬
頭
夫
人
説
話
に
み
ら
れ
な
い
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
馬
頭
夫
人
説
話
の
原
拠
で
あ
る
賢
愚
経
の
金
剛
醜
女
の
要
素
が
、
玉
鬘
の
物
語
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
お
わ
り
に
　
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
玉
鬘
の
造
型
を
め
ぐ
る
発
想
や
表
現
に
、
馬
頭
夫
人
説
話
と
そ
の
原
拠
の
金
剛
醜
女
説
話
の
構
成
や
要
素
を
用
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
場
合
の
典
拠
と
な
っ
た
資
料
を
推
察
す
る
と
、
１
馬
頭
夫
人
説
話
、
２
賢
愚
経
、
３
賢
愚
経
を
原
拠
と
す
る
金
剛
醜
女
説
話
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
日
本
に
現
存
す
る
金
剛
醜
女
説
話
は
管
見
に
よ
る
と
、
制
作
年
代
順
に
①
注
好
撰
「
金
剛
醜
女
変
美
艶
第
二
十
九
」
、
②
今
昔
物
語
集
巻
第
三
「
波
斯
匿
王
娘
金
剛
醜
女
語
第
十
四
）
25
（
」
、
③
宝
物
集
）
26
（
、
④
私
聚
百
因
縁
集
巻
第
三
十
四
「
金
剛
醜
女
事
）
27
（
」
、 
⑤
岡
崎
満
性
寺
本
聖
徳
太
子
内
因
曼
荼
羅
）
28
（
、
⑥
神
道
集
巻
第
四
第
十
八｢
諏
訪
大
明
神
五
月
会
事
）
29
（
｣
、
⑦
説
法
続
因
縁
集
光
明
部
一
七｢
醜
形
作
端
正
）
30
（
｣
が
あ
る
。
ま
た
四
天
王
寺
蔵
「
聖
徳
太
子
絵
伝
）
31
（
」
「
金
剛
女
王
」
の
絵
解
き
絵
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
も
金
剛
醜
女
説
話
は
絵
説
き
の
題
材
と
し
て
、
ま
た
仏
教
説
話
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
を
比
較
し
た
結
果
、
①
②
④
⑤
は
小
異
56
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
文
で
、
百
縁
経
も
し
く
は
百
縁
経
を
ひ
く
法
苑
珠
林
の
系
統
と
い
え
る
。
③
⑤
は
金
剛
醜
女
と
勝
鬘
夫
人
が
同
一
人
物
で
、
金
剛
醜
女
は
仏
の
慈
悲
に
よ
り
勝
鬘
夫
人
と
な
る
。
⑥
は
「
波
斯
匿
王
の
娘
金
剛
女
の
宮
は
天
下
第
一
の
美
人
で
あ
っ
た
が
十
七
歳
に
な
っ
た
と
き
体
が
急
に
金
色
に
替
わ
り
、
生
き
な
が
ら
鬼
王
に
な
る
」
と
異
な
る
本
文
が
加
わ
る
）
32
（
。
③
⑦
は
醜
女
の
「
金
剛
」
の
名
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
現
存
す
る
金
剛
醜
女
説
話
の
な
か
で
、
賢
愚
経
を
原
拠
と
す
る
内
容
の
豊
か
な
金
剛
醜
女
説
話
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
源
氏
物
語
の
時
代
に
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、
玉
鬘
の
巻
は
、
１
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
と
、
３
賢
愚
経
を
原
拠
と
す
る
金
剛
醜
女
説
話
の
資
料
を
用
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
考
察
か
ら
『
原
中
最
秘
抄
』
が
、
一
つ
書
き
に
玉
鬘
の
巻
の
「
仏
ノ
御
中
ニ
ハ
ツ
セ
ナ
ン
日
ノ
本
ニ
ア
ラ
タ
ナ
ル
シ
ル
シ
ア
ラ
ハ
シ
給
モ
ロ
コ
シ
ニ
モ
聞
エ
ア
ナ
リ
」
の
本
文
を
引
用
し
、
そ
の
註
と
し
て
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
の
本
文
を
掲
載
す
る
の
は
、
玉
鬘
の
巻
に
お
け
る
馬
頭
夫
人
説
話
と
の
関
わ
り
を
示
す
重
要
な
指
摘
と
い
え
る
。
ま
た
第
一
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
馬
頭
夫
人
説
話
の
中
で
、
『
験
記
』
の
本
文
は
源
氏
物
語
の
影
響
に
よ
る
書
き
替
え
が
み
ら
れ
、
ま
た
『
略
本
』
の
本
文
は
、
『
広
本
』
の
大
幅
な
省
略
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
原
中
最
秘
抄
』
が
引
く
馬
頭
夫
人
説
話
は
、
散
佚
書
の
『
流
記
』
の
馬
頭
夫
人
説
話
の
本
文
を
知
る
上
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
注（1
） 『
梁
塵
秘
抄
』
の
三
一
三
番
歌
は
、
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
両
氏
校
註
『
完
訳
日
本
の
古
典 
梁
塵
秘
抄
』
（
小
学
館
、
昭
和
六
十
三
年
）
に
よ
る
。
（
2
） 
源
氏
物
語
の
本
文
は
、
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
両
氏
校
註
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 
源
氏
物
語
』
（
新
潮
社
、
平
成
十
二
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
名
と
頁
数
を
記
す
。
一
部
表
記
を
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
57
（
3
） 
本
文
は
、
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
・
今
野
達
三
氏
校
註
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
31 
三
宝
絵 
注
好
撰
』
（
岩
波
書
店
、
平
成
九
年
）
に
よ
る
。
（
4
） 
馬
頭
夫
人
（
め
づ
ぶ
に
ん
）
の
振
り
仮
名
は
、
京
都
女
子
大
学
蔵
『
長
谷
寺
観
音
験
記
』
（
題
箋
『
長
谷
寺
観
世
音
霊
験
記
』
和
州
長
谷
住
関
東
屋
弥
作
開
板
、
承
応
四
年
）
に
よ
る
。
本
文
の
引
用
は
、
そ
の
丁
数
を
記
す
。
（
5
） 
永
井
義
憲
氏
解
説
『
長
谷
寺
験
記
』
（
新
典
社
善
本
叢
書
2
、
平
成
四
年
）
に
「
吉
備
大
臣
於
大
唐
読
野
馬
台
帰
朝
事
第
一
」
・
「
唐
朝
馬
頭
夫
人
得
端
正
成
守
護
神
事
第
六
」
・
「
唐
大
梁
大
祖
取
国
位
達
立
今
長
谷
寺
事
第
九
」
・
「
新
羅
国
照
明
王
后
遁
王
難
送
宝
物
事
第
十
二
」
・
「
唐
尭
恵
禅
師
依
冥
告
来
当
寺
往
生
事
第
十
三
」
の
五
話
が
見
ら
れ
る
。
（
6
） 
池
上
洵
一
氏
「
長
谷
寺
対
外
霊
験
譚
の
構
造
―
長
谷
寺
「
唐
朝
馬
頭
夫
人
」
説
話
と
勝
尾
寺
「
百
済
国
王
后
」
説
話
―
」
（
『
国
文
論
叢
』
36
号
、
特
集
長
谷
寺
研
究
、
神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
、
平
成
十
八
年
七
月
）
は
、
「
馬
頭
夫
人
の
話
が
直
接
的
に
踏
ま
え
た
典
拠
が
何
で
あ
っ
た
か
は
決
定
し
難
い
が
、
金
剛
醜
女
の
話
の
型
を
踏
ま
え
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い｣
と
指
摘
さ
れ
る
。
（
7
） 
拙
稿
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
末
摘
花
の
造
型
―
金
剛
醜
女
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
五
十
二
号
、
平
成
二
十
六
年
二
月
）
。
（
8
） 
野
口
博
久
氏
「
『
長
谷
寺
験
記
』
と
『
流
記
』｣
（
西
尾
光
一
教
授
定
年
記
念
論
集
『
論
纂 
説
話
と
説
話
文
学
』
笠
間
叢
書
125
、
昭
和
五
十
四
年
所
収
）
。
（
9
） 
永
井
義
憲
氏
「
長
谷
寺
流
記
と
縁
起
・
験
記
」
（
『
大
妻
国
文
』
第
22
号
、
平
成
三
年
三
月
）
。
（
10
） 『
原
中
最
秘
抄
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
』
（
文
学
篇
第
十
九
巻
、
臨
川
書
店
、
平
成
十
二
年
）
の
解
題
著
者
、
館
蔵
史
料
編
集
会
代
表
虎
尾
俊
哉
氏
に
よ
る
。
広
本
の
本
文
は
同
書
に
よ
り
、
頁
数
を
記
す
。
旧
字
体
は
便
宜
上
通
行
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
る
。
（
11
） 
田
坂
憲
二
氏｢
『
原
中
最
秘
抄
』
の
完
本
と
略
本｣
（
『
文
芸
と
思
想
』
51
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
）
。
（
12
） 
略
本
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
阿
部
秋
生
氏
「
原
中
最
秘
抄
」
の
解
説
（
蓬
左
文
庫
本
『
奥
入 
原
中
最
秘
抄
』
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
19
、
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）
に
よ
る
。
略
本
の
本
文
は
、
同
書
に
よ
り
そ
の
頁
数
を
記
す
。
旧
字
体
は
便
宜
上
通
行
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
る
。
（
13
） 『
長
谷
寺
験
記
』
の
本
文
は
、
前
掲
註
（
5
）
に
同
じ
。
同
書
の
長
谷
寺
蔵
古
写
本
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
（
内
題
『
長
谷
寺
験
記
』
）
に
よ
り
、
振
り
仮
名
と
句
読
点
は
適
宜
入
れ
、
そ
の
頁
数
を
い
れ
る
。
58
（
14
） 
池
上
洵
一
氏
の
前
掲
註
（
6
）
に
同
じ
は
、
「
実
は
、
唐
の
后
が
十
種
の
宝
物
を
送
っ
た
こ
と
な
ど
、
『
源
氏
』
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
―
中
略
―
『
験
記
』
は
さ
り
げ
な
く
言
葉
を
補
っ
て
、
『
源
氏
』
を
話
の
信
憑
性
保
証
の
た
め
に
機
能
さ
せ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
（
15
） 
本
文
は
玉
上
琢
彌
編
、
山
本
利
達
・
石
田
穣
二
両
氏
校
訂
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
）
に
よ
る
。
（
16
） 
毛
利
久
氏｢
宝
誌
和
尚
像｣
（
『
古
文
化
』
第
一
集
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
は
、｢
宝
志
和
尚
は
中
国
六
朝
時
代
の
実
在
の
僧
で
、
野
馬
台
詩
の
作
者
と
し
て
も
我
が
国
人
に
可
成
り
知
ら
れ
て
ゐ
た 
」
と
紹
介
し
、
宝
志
和
尚
が
観
音
の
変
化
の
身
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
（
17
） 
岩
本
裕
氏
「
縁
起
の
文
学
」
（
『
東
方
学
』
第
三
十
輯
、
昭
和
四
十
年
七
月
）
は
、
賢
愚
経
の
題
名
に
見
ら
れ
る
波
斯
匿
王
の
王
女
金
剛
の
名
は
、
波
闍
羅
の
訳
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
でvajra
と
指
摘
さ
れ
る
。
（
18
） 
金
岡
照
光
氏
『
敦
煌
の
絵
物
語
』
（
東
方
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
、
一
六
八
頁
）
は
、
賢
愚
経
に
つ
い
て
「
賢
愚
経
が
凡
本
訳
出
の
経
典
で
は
な
く
河
西
の
僧
曇どん
学がく
等
八
人
の
僧
が
于コー
タ
ン
へ
赴
き
、
般はん
遮しや
于う
悉し
会え
で
説
教
を
聞
き
、
そ
の
胡
語
を
記
録
し
て
帰
り
、
高
昌
に
お
い
て
漢
語
で
こ
れ
を
記
し
て
、
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
一
書
を
為
し
た
と
い
う
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
二
、
及
び
僧
祐
撰｢
賢
愚
経
記｣
（
『
出
三
蔵
記
集
』
第
九
）
を
真
実
と
す
れ
ば
、
「
賢
愚
経
」
自
体
、
河
西
に
流
布
す
る
必
然
性
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。
 
　
賢
愚
経
の
本
文
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
昭
和
三
十
六
年
）
に
よ
り
、
そ
の
頁
数
を
記
す
。
訓
読
は
『
国
訳
一
切
経
』
（
大
東
出
版
社
、
昭
和
四
十
九
年
）
を
参
考
に
し
適
宜
改
め
た
。
合
わ
せ
て
東
洋
仏
典
研
究
会
監
修
『
高
麗
大
蔵
経
』
（
東
洋
出
版
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
と
、『
東
大
寺
本
賢
愚
経
残
巻
』
（
大
聖
武
）｢
波
斯
匿
王
女
金
剛
品
第
八｣
（
『
聖
武
天
皇
宸
翰
賢
愚
経
』
清
雅
堂
、
昭
和
十
八
年
）
を
参
照
す
る
。
こ
の
他
に
賢
愚
経
の
古
写
経
の
興
聖
寺
本
は
、
国
際
仏
教
大
学
院
古
写
本
研
究
所
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
影
印
の
本
文
を
確
認
す
る
。
石
山
寺
一
切
経
の
賢
愚
経(
永
暦
二
年
頃
写)
の
本
文
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
写
真
帳
に
よ
り
確
認
を
す
る
。
（
19
） 
出
本
充
代
氏｢
『
撰
集
百
縁
経
』
の
訳
出
年
代
に
つ
い
て｣
（
『
パ
ー
リ
ー
学
仏
教
文
化
学
』
八
、
平
成
七
年
五
月
）
は｢
『
百
縁
経
』
は
呉
の
時
代
に
支
謙
（223-253A
.D
）
が
訳
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
賢
愚
経
』
が
先
に
あ
り
『
百
縁
経
』
が
文
章
を
借
用
し
た
形
跡
が
あ
る
。
『
百
縁
経
』
は
、
『
賢
愚
経
』
よ
り
も
後
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
、
訳
出
年
代
は
五
世
紀
中
期
以
降｣
と
指
摘
さ
れ
る
。
百
縁
経
の
本
文
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
よ
る
。
（
20
） 
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
校
註｢
貌｣
、
高
麗
大
蔵
経｢
類｣
、
東
大
寺
本
『
賢
愚
経
』
残
巻
（
大
聖
武
）
は｢
狠｣
、
石
山
寺
本｢
狠｣
、
興
聖
寺
本｢
狠｣
源
氏
物
語
に
お
け
る
玉
鬘
の
造
型
に
つ
い
て
59
と
あ
る
が
、｢
狠｣
は｢
貌｣
の
異
体
字
で
あ
る
。｢
類｣
は
、
か
た
ち
・
形
象
・
姿
・
様
子
の
こ
と｢
貌｣
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
（
21
） 
東
大
寺
本
『
賢
愚
経
』
残
巻
（
大
聖
武
）
は｢
馳｣
、
高
麗
大
蔵
経
は｢
｣
、
石
山
寺
本｢
｣
、
興
聖
寺
本｢
｣
と
あ
る
が
、｢
馳｣
「
」｢
｣
は
、
「
駝
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
（
22
） 
注
好
撰
の
本
文
は
、
原
姿
を
伝
え
る
最
善
本
と
見
ら
れ
る
後
藤
昭
雄
氏
編
金
剛
寺
蔵
『
注
好
撰
』
（
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
三
年
）
に
よ
り
そ
の
頁
数
を
記
す
。
併
せ
て
仁
平
二
年
〈
一
一
五
二
〉
の
奥
書
を
有
す
る
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
平
成
九
年
）
を
参
照
し
、
引
用
の
際
に
訓
点
は
私
に
改
め
た
。
（
23
） 
賢
愚
経
巻
第
二
「
華
天
因
縁
品
第
十
」
と
賢
愚
経
巻
第
四
「
摩
訶
斯
那
優
婆
夷
品
第
二
十
一
」
を
引
く
。
（
24
） 
賢
愚
経
巻
第
三
「
七
瓶
金
施
品
第
一
八
」
に
「
時
に
衆
僧
食
時
已
に
到
り
作
業
し
て
立
つ
。
蛇
、
彼
の
人
を
次
第
に
香
を
付
せ
し
む
。
自
ら
信
心
を
以
て
香
を
受
く
る
者
を
視
る
」
と
あ
り
、
僧
に
香
を
配
ら
せ
る
が
本
縁
で
あ
る
（
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
昭
和
四
十
八
年
）
。
（
25
） 
今
野
達
氏
「
今
昔
物
語 
解
説
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
、
平
成
十
一
年
）
は
、
「
一
一
二
〇
年
が
成
立
の
上
限
で
、
一
応
こ
の
頃
を
目
安
と
し
て
成
立
年
次
を
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
（
26
） 
山
田
昭
全
氏｢
宝
物
集 
解
説｣
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
宝
物
集 
閑
居
友 
比
良
山
古
人
霊
託
』
平
成
五
年
）
は
、
成
立
年
に
つ
い
て
「
史
実
に
合
わ
せ
る
と
す
れ
ば
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
と
す
る
の
が
よ
い
。
」
と
あ
る
。
（
27
） 「
私
聚
百
因
縁
集
」
巻
第
三
〔
十
四
〕
「
金
剛
醜
女
ノ
事
。
釈
尊
ノ
利
生
見
仏
ノ
功
徳
。
」
（
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
有
精
堂
出
版
部
、
昭
和
七
年
）
参
照
。
（
28
） 
平
松
令
三
氏
「
聖
徳
太
子
内
因
曼
荼
羅
と
親
鸞
聖
人
伝
」
（
『
高
田
学
報
』
第
四
十
八
輯
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
）
は
「
正
中
二
年
〈
一
三
二
五
〉
の
書
写
年
記
と
解
す
る
」
と
さ
れ
る
。
本
文
は
黒
田
彰
氏
所
有
の
満
性
寺
『
聖
徳
太
子
内
因
曼
荼
羅
』
の
複
写
と
平
松
令
三
氏
『
真
宗
史
料
集
成
』
（
第
四
巻
、
同
明
舎
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
）
を
参
照
し
た
。
こ
の
他
に
黒
田
彰
氏
よ
り
、
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
、
叡
山
文
庫
本
『
太
子
伝
』
一
、
内
閣
文
庫
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
一
、
鶴
林
寺
本
『
太
子
伝
』
一
等
に
金
剛
醜
女
と
勝
鬘
夫
人
を
同
一
視
し
た
内
容
が
あ
る
こ
と
を
御
教
示
頂
く
。
（
29
） 『
神
道
集
』
巻
第
四
第
十
八｢
諏
訪
大
明
神
五
月
会
事｣
に
波
斯
匿
王
の
娘
金
剛
女
の
宮
の
話
が
あ
る
。
貴
志
正
造
氏
は
神
道
集
の
成
立
年
に
つ
い
て
｢
後
光
厳
院
の
文
和
・
延
文
年
間
（
一
三
五
三
ー
一
三
五
六
）
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
（
『
神
道
集
』
、
「
解
説
」
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
二
60
年
）
。
（
30
） 
京
都
女
子
大
学
蔵
版
本
『
説
法
続
因
縁
集
』
十
七
「
醜シウ
形
作ナル
端
正　ト
」
（
江
戸
期
頃)
は｢
百
縁
経
ノ
説｣
と
あ
る
。
（
31
） 
重
要
文
化
財
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
は
、
も
と
か
ら
四
天
王
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
伝
来
は
未
詳
で
、
作
は
鎌
倉
後
期
と
さ
れ
る
。
作
品
の
概
要
と
図
様
構
成
に
つ
い
て
は
、
村
松
加
奈
子
氏｢
四
天
王
寺
所
蔵 
二
幅
本
聖
徳
太
子
絵
伝｣
（
『
国
華
』
第
一
四
〇
八
号
、
平
成
二
十
六
年
）
に
詳
し
い
。
（
32
） 
福
田
章
氏
『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
（
三
弥
井
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
）
参
照
。
　
【
附
記
】
本
稿
は｢
第
百
二
十
九
回 
和
漢
比
較
文
学
会
例
会
（
西
部
）｣
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
、
於
京
都
光
華
女
子
大
学
）
で
の
発
表
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 
（
本
学
大
学
院
特
別
研
修
者
）
